
　
自
覚
症
状
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
水
分

○
現
場
内
巡
視
を
行
い
、
作
業
者
に
、

　
場
所
の
変
更
や
作
業
転
換
を
行
う
。

　
ら
れ
る
作
業
者
に
つ
い
て
は
、
作
業

交
通
事
故
に
注
意

の
欠
如
等
で
交
通
事
故
が
予
想
さ
れ
ま
す

放
感
に
よ
る
無
謀
運
転
、
交
通
安
全
意
識

ま
せ
ん
の
で
事
故
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

な
け
れ
ば
、
仕
事
が
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね

地
方
は
車
社
会
の
世
の
中
で
す
。

運
転
免
許
証
が

　
あ
り
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
絶
対
に
し
な
い
。

○
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
は
、
危
険
な
行
為
で

　
重
大
性
を
十
分
認
識
し
責
任
を
自
覚
す
る
。

　
対
策
の
推
進
。

　
康
監
理
に
つ
い
て
指
導
す
る
ほ
か
、

　
朝
礼
の
際
に
そ
の
状
態
が
顕
著
に
み

　
一
人
作
業
を
さ
せ
な
い
。

　
及
び
塩
分
を
定
期
的
に
摂
取
さ
せ
、

○
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
、
危
険
性
、
事
故
責
任
の

　
転
は
や
め
る
。

○
作
業
場
所
ま
た
は
そ
の
近
傍
に
、
臥
床

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
憩
所
、
ま
た
は

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
重
大
な
事
故
に
直
結

　
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
交
差
点
や
カ
ー
ブ
で
は

熱
中
症
に
注
意

　
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

○
無
理
な
追
い
越
し
・
追
い
抜
き
な
ど
の
無
謀
運

運
転
者
は
次
の
事
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
と
等
に
よ
り
、
建
設
業
で
の
災
害
が

労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
か
な
け

　
日
陰
等
の
涼
し
い
休
憩
場
所
を
確
保
し

概
ね
二
十
人
前
後
の
方
が
熱
中
症
で
亡

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
業
種
別
で
見
る

　
減
速
を
心
掛
け
る
。

　
こ
の
時
期
は
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
、
開

　
水
分
及
び
塩
分
の
補
給
を
定
期
的
か
つ

高
く
な
り
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
の
四

こ
の
季
節
は
、
熱
中
症
の
発
生
割
合
も

全
国
的
に
気
温
が
高
く
な
る
確
率
が
高

　
か
ら
、
作
業
者
に
対
し
て
日
常
の
健

　
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

　
脱
水
等
の
場
合
、
熱
中
症
の
発
症
に

　
冒
等
に
よ
る
発
熱
、
下
痢
等
に
よ
る

　
前
日
に
飲
酒
、
朝
食
が
未
摂
取
、
感

と
建
設
業
が
全
体
の
四
割
を
占
め
て
い

は
熱
中
症
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

ま
す
。
建
設
業
は
炎
天
下
で
の
屋
外
作

準
や
作
業
手
順
な
ど
の
基
本
的
な
ル
ー

現
場
を
確
認
し
、
機
械
設
備
の
安
全
基

業
や
高
温
多
湿
な
環
境
で
の
屋
内
作
業

と
比
較
す
る
と
、
百
三
人
の
増
加
と
な

○
作
業
者
が
睡
眠
不
足
、
体
調
不
良
、

せ
ん
。
熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
、

　
で
の
安
全
管
理
体
制
の
確
立
と
安
全

働
者
一
人
ひ
と
り
ま
で
の
安
全
に
対
す

ル
を
守
る
事
に
加
え
、
事
業
者
か
ら
労

○
復
旧
・
復
興
工
事
現
場
や
除
染
等
作

　
の
徹
底
。

め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
「
人
命
尊
重
」

全
国
安
全
週
間

と
」
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
よ
り
、
労
働
者
の
安
全
を
確
保
し
、

る
意
識
や
危
険
感
受
性
を
高
め
る
こ
と

労
働
災
害
を
防
止
す
る
に
は
、
全
員
が

動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ

較
し
て
二
百
四
十
四
人
の
増
加
と
な
り

者
数
は
二
千
二
十
九
人
で
、
前
年
と
比

業
種
別
で
み
る
と
、
建
設
業
が
四
百
八

業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活

と
い
う
崇
高
な
基
本
理
念
の
下
、
「
産

平
成
二
四
年
の
休
業
4
日
以
上
の
死
傷

福
島
労
働
局
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内
の

　
全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
三
年
に
初

七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で

　
業
現
場
で
の
墜
落
防
止
措
置
の
徹
底

　
と
建
設
用
機
械
と
の
接
触
防
止
措
置

及
び
除
染
等
作
業
が
本
格
化
し
て
い
る

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
工
事

り
二
年
連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

○
多
く
の
工
事
が
集
中
す
る
工
事
現
場

期
間

を
重
点
的
に
指
導
す
る
と
し
て
い
ま
す

　
こ
の
夏
の
三
ヶ
月
（
六
~
八
月
）
は

十
二
人
で
最
も
多
く
、
平
成
二
十
三
年

い
と
の
予
報
が
で
て
い
ま
す
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
気
温
が
上
昇
す
る

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
七
人
が
最
高
で
、
そ
れ
以
外
の
年
は

安衛委 Ｎｏ１３３
平成２５年６月６日

安全衛生推進委員会


